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鈴
　
置
　
拓
　
也

　【
解
題
】

　

山
田
済
斎
（
一
八
六
七
～
一
九
五
二
）
は
名
準
、
字
士
表
、
済
斎
は
そ
の
号
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
一
月
備
中
松
山
藩
高
梁
に
生
ま
れ
る
。

も
と
木
村
氏
。
地
元
の
小
中
学
校
で
学
ぶ
傍
ら
有
終
館
で
漢
学
を
修
め
る
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
五
月
上
京
し
て
二
松
学
舎
の
学
僕
と

な
り
、
同
時
に
そ
の
課
程
を
修
め
る
。
翌
十
七
年
（
一
八
八
四
）
山
田
方
谷
（
一
八
〇
五
～
一
八
七
七
）
の
養
嗣
子
山
田
耕
蔵
（
一
八
三
九
～
一
八
八

一
）
の
長
女
春
野
と
結
婚
し
、
山
田
家
を
嗣
ぐ
。
同
年
九
月
東
京
大
学
古
典
講
習
科
漢
書
課
に
入
学
、
島
田
重
礼
（
一
八
三
八
～
一
八
九
八
）
な

ど
に
学
ぶ
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
七
月
漢
書
課
卒
業
後
は
、
二
松
学
舎
の
幹
事
な
ど
を
務
め
、
続
い
て
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）

十
二
月
城
北
尋
常
中
学
校
教
諭
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
十
月
熊
本
第
五
高
等
学
校
教
授
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
鹿
児
島
第
七

高
等
学
校
教
授
を
経
て
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
七
）
六
月
二
松
学
舎
学
長
に
招
聘
さ
れ
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
一
月
上
京
、
翌
三
年
（
一

九
二
八
）
二
月
専
門
学
校
設
立
に
伴
い
同
校
校
長
と
な
る
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
一
月
校
長
を
辞
し
、
五
月
郷
里
高
梁
に
帰
郷
、『
山
田

方
谷
全
集
』
編
集
に
従
事
す
る
。『
山
田
方
谷
全
集
』
三
巻
は
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
山
田
方
谷
全
集
刊
行
会
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
準

山
田
琢
纂
「
山
田
済
斎
君
年
譜
略
」
の
解
題
と
翻
印
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は
翌
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
十
一
月
二
十
一
日
逝
去
、
享
年
八
十
六
。

　

以
上
の
彼
の
生
涯
を
大
別
す
れ
ば
次
の
五
つ
の
時
期
に
分
か
れ
る
。

①
高
梁
出
生
～
中
学
時
代	

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
～
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）	

十
七
年

②
東
京
遊
学
時
代	

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
～
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）	

十
七
年

③
熊
本
第
五･

鹿
児
島
第
七
高
等
学
校
教
授
時
代	

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
～
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）	

二
十
九
年

④
二
松
学
舎
学
長･

専
門
学
校
校
長
時
代	

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
～
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）	

十
七
年

⑤
高
梁
帰
郷･

『
山
田
方
谷
全
集
』
編
集
時
代	

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
～
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）	

十
年

　

右
の
内
、
②
と
④
は
二
松
学
舎
と
関
わ
り
の
深
い
時
期
で
あ
っ
て
、
特
に
②
は
山
田
方
谷
の
義
孫
と
な
っ
た
こ
と
が
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で

あ
ろ
う
。

　

山
田
方
谷
に
は
嗣
子
が
な
く
、
方
谷
の
弟
平
人
の
長
子
耕
蔵
を
そ
の
養
嗣
子
と
な
し
た
。
し
か
し
、
耕
蔵
に
は
男
児
が
な
く
、
女
児
が
二
人

あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
方
谷
の
弟
子
で
あ
る
三
島
中
洲
（
一
八
三
一
～
一
九
一
九
）
は
師
の
家
系
が
途
絶
え
る
こ
と
を
心
配
し
、
当
時
二
松
学
舎

で
学
び
、
方
谷
と
同
郷
で
学
問
の
筋
も
宜
し
い
準
を
後
嗣
に
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
旧
松
山
藩
主
で
東
京
に
隠
居
し
て
い
た
板
倉
勝
静
（
一

八
二
三
～
一
八
八
九
）
に
提
議
し
、
ま
た
木
村
氏
と
も
相
談
し
て
、
準
が
山
田
家
に
入
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
山
田
家
へ
入
籍
し
た
準
は
、
方
谷

の
事
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、
三
島
中
洲
編
『
方
谷
遺
稿
』
三
巻
（
山
田
準
、
一
九
九
〇
）
の
校
正
を
し
、
そ
の
他
『
方
谷
先
生
年
譜
』（
山
田
準
、

一
九
〇
五
）
や
『
山
田
方
谷
全
集
』
全
三
巻
（
山
田
方
谷
全
集
刊
行
会
、
一
九
五
一
）
な
ど
を
編
纂
刊
行
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ

れ
て
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
三
月
に
は
岡
山
県
文
化
賞
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
二
松
学
舎
と
の
関
わ
り
で
以
下
に
翻
刻
す
る
「
山
田
済
斎
君
年
譜
略
」
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
し
て
は
、
彼
が
帝
国
大
学
文
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科
大
学
古
典
講
習
科
漢
書
課
卒
業
後
に
務
め
た
二
松
学
舎
内
で
の
役
職
で
あ
ろ
う
。
二
松
学
舎
で
は
明
治
十
年
創
設
の
時
よ
り
、
そ
の
門
下
生

の
内
、
特
に
優
秀
な
者
が
塾
頭
や
房
長
、
講
師
な
ど
の
役
職
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
準
も
そ
の
内
の
一
人
で
あ
っ
て
、
二
松
学
舎
編

『
二
松
学
舎
六
十
年
史
要
』（
二
松
学
舎
、
一
九
三
七
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
七
月
副
幹
事
、
翌
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

四
月
幹
事
兼
助
教
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
五
月
に
は
幹
事
を
辞
す
る
も
の
の
、
助
教
は
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
十
月
に
熊
本
第

五
高
等
学
校
教
授
に
転
任
す
る
ま
で
継
続
し
、『
荘
子
』
や
『
続
文
章
軌
範
』
な
ど
を
教
え
た
。

本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、以
上
の
よ
う
な
経
歴
を
持
つ
山
田
準
の
六
男
山
田
琢
の
編
纂
に
か
か
る
「
山
田
済
斎
君
年
譜
略
」（
以
下
「
年
譜
略
」）

の
翻
刻
で
あ
る
。
同
資
料
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
七
十
四
枚
＋
補
入
用
紙
一
枚
の
計
七
十
五
枚
か
ら
な
る
。
基
本
的
に
山
田
琢
の
筆
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
訂
正
も
施
さ
れ
て
い
る
。
一
枚
目
の
冒
頭
に
「
山
田
済
斎
君
年
譜
略
」
と
あ
り
、
次
行
下
部
に
「
山
田
琢
纂
」
と
あ
る
。

原
稿
は
間
々
記
述
が
前
後
し
、
ま
た
ペ
ー
ジ
が
前
後
し
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
翻
刻
に
際
し
て
は
筆
者
に
よ
る
整
理
を
加
え
た
。

　

編
纂
者
で
あ
る
山
田
琢
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月
準
の
六
男
と
し
て
鹿
児
島
に
生
ま
れ
た
。
仙
台
第
二
高
等
学
校
、
東
京
帝

国
大
学
文
科
大
学
支
那
哲
文
学
科
を
卒
業
し
、
金
沢
大
学
教
授
と
な
る
。
長
男
琅
が
医
師
、
次
男
璋
が
弁
護
士
と
な
る
な
ど
兄
達
が
家
学
と
異

な
る
道
を
歩
ん
だ
た
め
、
山
田
家
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
逝
去
、
享
年
九
十
一
。
著
作
に
は
専
門
と
す
る
『
春

秋
学
の
研
究
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
七
）
の
他
、
石
川
梅
次
郎
と
共
著
の
『
山
田
方
谷･

三
島
中
洲
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
七
七
）
や
、『
山
田

方
谷
』（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）
な
ど
が
あ
り
、
琢
も
ま
た
家
学
を
伝
え
る
こ
と
に
努
め
た
と
い
え
る
。

　

筆
者
は
「
年
譜
略
」
の
複
写
版
が
二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
の
書
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
を
偶
然
発
見
し
た
。「
年
譜
略
」
は
二
松
学

舎
大
学
図
書
館
の
い
ず
れ
の
所
蔵
目
録
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
の
資
料
に
つ
い
て
考
え
る
手
掛
か
り
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

昭
和
十
八
年
、
準
が
二
松
学
舎
専
門
学
校
校
長
を
辞
し
て
高
梁
に
帰
郷
し
た
後
に
詠
ん
だ
詩
を
集
め
た
山
田
琅
編
『
済
斎
帰
休
詩
鈔
』（
一
九
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六
二
）
に
は
、
そ
の
最
晩
年
で
あ
る
昭
和
二
十
七
年
の
部
に
「
題
済
斎
年
譜
略
」
と
題
す
る
七
言
絶
句
が
あ
る
（
訓
読
は
一
部
筆
者
に
よ
る
）。

　
　

八
十
星
霜
年
譜
尊　
　

八
十
星
霜
年
譜
は
尊
し

　
　

寸
虫
又
有
五
分
魂　
　

寸
虫
に
も
又
五
分
の
魂
有
り

　
　

若
逢
達
者
嗤
不
妨　
　

若
し
達
者
に
逢
ふ
も
嗤
は
る
を
妨
げ
ず

　
　

鴻
爪
丁
寧
泥
裏
痕　
　

鴻
爪
も
て
丁
寧
に
す
泥
裏
の
痕

詩
に
続
く
「
鴻
爪
」
の
注
に
「
は
か
な
い
足
跡
を
丁
寧
に
書
き
と
ど
め
た
と
い
う
意
味
に
用
い
る
」
と
い
う
一
句
が
あ
る
よ
う
に
、
謙
遜
の
辞

を
述
べ
つ
つ
も
、準
が
自
身
の
辿
っ
て
き
た
生
涯
を
丁
寧
に
書
き
と
ど
め
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、こ
こ
で
準
の
い
う
年
譜
略
は
、琢
纂
「
年

譜
略
」
の
前
段
階
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

準
自
ら
が
著
し
た
年
譜
の
稿
本
は
、
高
梁
方
谷
会
よ
り
出
版
さ
れ
て
い
た
『
高
梁
方
谷
会
報
』
第
八
号
（
一
九
八
六
）
所
収
の
山
田
琢
「
山

田
済
斎
略
歴
」
末
に
「
父
は
生
前
に
「
山
田
済
斎
君
年
譜
略
」
と
い
う
稿
本
を
自
ら
作
っ
て
い
て
、
い
ま
私
の
手
も
と
に
あ
る
」
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
琢
の
手
元
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
紹
介
す
る
「
年
譜
略
」
に
は
、「
山
田
琢
纂
」
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
の
稿
本
に
基
づ
い
て
琢
が
編
纂
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
と
想
像
が
つ
く
。

で
は
、「
年
譜
略
」
の
複
写
版
が
何
故
二
松
学
舎
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
の
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
は
過
去
に
陽
明
学
研
究
所
発
行

の
『
陽
明
学
』
第
八
号
（
一
九
九
六
）「
山
田
済
斎
特
集
号
」
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
特
集
は
山
田
準
の
学
問
や
当
時
の
受
講
生

の
追
憶
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
準
に
つ
い
て
研
究
す
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
内
、
準
の
孫
で
琢
の
長
男
で
あ
る
山
田
安
之
氏
の
手

に
な
る
「
山
田
済
斎･

略
年
譜
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
記
述
の
類
似
性
か
ら
「
年
譜
略
」
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
遡
る
準
自
作
の
稿
本
を
底
本
と
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「
山
田
済
斎
特
集
」
所
収
の
川
久
保
廣
衛
「『
陽
明
学
精
義
』
を
読
む
」
に
お
い
て
も
、
注
九
に
「
山
田
琢
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著
『
山
田
済
斎
君
略
年
譜
』
未
刊
。」
と
あ
り
、「
年
譜
略
」
を
利
用
し
た
形
跡
が
伺
え
る
。
た
だ
、「
未
刊
」
と
い
う
の
が
、
今
後
出
版
す
る

予
定
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
た
だ
写
本
と
し
て
存
し
て
い
る
も
の
を
川
久
保
氏
が
何
ら
か
の
形
で
閲
覧
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
か
は
判
断
が

難
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
頃
に
は
二
松
学
舎
大
学
に
お
い
て
、「
年
譜
略
」
が
利
用
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
依
然

と
し
て
「
年
譜
略
」
原
本
の
所
蔵
先
は
不
明
で
あ
る
。

「
年
譜
略
」
の
文
字
数
は
お
よ
そ
二
七
、
三
〇
〇
字
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
先
に
掲
げ
た
五
期
の
経
歴
で
分
け
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
お
よ
そ
①
一
、

二
〇
〇
②
三
、
三
〇
〇
③
八
、
七
〇
〇
④
七
、
三
〇
〇
⑤
六
、
八
〇
〇
と
な
る
。
各
時
期
の
年
数
を
踏
ま
え
る
と
、
⑤
の
記
述
が
最
も
豊
富
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
理
由
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
晩
年
が
年
譜
作
成
開
始
の
時
期
と
近
い
た
め
に
資
料
が
比
較
的
多
く
残
っ
て
い
た

こ
と
、
ま
た
こ
の
頃
の
出
来
事
が
準
及
び
琢
の
記
憶
に
新
し
い
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
が
、
二
松
学
舎
専
門
学
校
長
退
任
後
の
準
の
生

活
を
よ
り
詳
細
に
伺
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
有
難
い
。

　

次
に
山
田
準
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
ま
ず
一
次
資
料
と
し
て
、
彼
の
伝
記
を
考
え
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
に
、

済
斎
山
田
準
先
生
古
稀
祝
賀
会
編
『
済
斎
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
誌
』（
済
斎
山
田
準
先
生
古
稀
祝
賀
会
、
一
九
三
七
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
昭
和
十
一

年
（
一
九
三
六
）
五
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
た
古
稀
祝
賀
式
に
関
し
て
記
録
し
た
記
念
誌
で
あ
る
が
、
書
中
に
は
準
の
故
旧
友
の
談
や
準
自
身

の
回
顧
が
あ
る
。

　

年
譜
に
つ
い
て
は
前
掲
安
之
氏
編
集
に
よ
る
も
の
よ
り
前
に
『
山
田
済
斎
先
生
頌
徳
碑
訳
文
山
田
済
斎
先
生
略
年
譜
』（
二
松
学
舎
、一
九
七
七
）

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、「
年
譜
略
」
が
最
も
詳
細
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

研
究
に
つ
い
て
は
主
に
二
松
学
舎
大
学
の
関
係
者
の
手
で
進
め
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
前
掲
『
陽
明
学
』
の
他
に
横
須
賀
司
久

『
漢
詩
人
列
伝
』（
五
月
書
房
、
一
九
九
七
）
で
漢
詩
人
と
し
て
の
山
田
準
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
し
、
町
泉
寿
郎
「
東
敬
治
書
翰
（
山
田
準
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宛
て
）
に
み
る
陽
明
学
会
の
活
動
」（
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
陽
明
学
研
究
部
『
陽
明
学
』
第
二
十
号
）
で
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に

い
た
る
山
田
準
宛
東
敬
治
書
簡
を
取
り
上
げ
、
同
時
期
の
陽
明
学
会
を
通
じ
た
両
者
の
交
流
を
論
じ
て
い
る
。

ま
た
、
三
島
中
洲
研
究
会
の
活
動
報
告
書
『
三
島
中
洲
研
究
』
に
お
い
て
も
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
町
泉
寿
郎
「
山
田
方
谷

に
関
す
る
山
田
準
の
草
稿
四
種
」（
二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
文
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
三
島
中
洲
研
究
』
第
五
号
、
二
〇
一
〇
）
で
は
、
準
の
方
谷
に

対
す
る
見
方
が
伺
え
る
著
作
を
翻
刻
、
紹
介
し
て
お
り
、
他
に
も
同
大
学
所
蔵
の
山
田
準
書
簡
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
（
川
邉
雄
大
「
塩
田
良
平
書

簡
（
山
田
準
宛
）」（
二
松
学
舎
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
漢
文
学
研
究
の
世
界
的
拠
点
の
構
築
」『
三
島
中
洲
研
究
』
一
号
、
二
〇
〇
六
）
な
ど
）。

山
田
準
に
関
す
る
研
究
は
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
本
稿
に
紹
介
す
る
「
年
譜
略
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
補
う
の
み
な
ら
ず
、
今

後
の
更
な
る
研
究
を
も
期
待
す
る
こ
と
の
で
き
る
こ
の
上
な
い
資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。

山
田
準
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、「
年
譜
略
」
の
他
に
『
二
松
学
友
会
誌
』
各
号
の
彙
報
欄
で
も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、「
年
譜
略
」
は
実
子

琢
の
編
纂
に
よ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
準
の
家
族
に
つ
い
て
の
記
述
に
関
し
て
も
詳
し
い
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
準
の
子
に
は
六
男
二
女
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
男
が
琅･

璋･

瑛･

璜･

琇･

琢
、
女
が
栄･

霜
野
と
い
う
。
彼
ら
の
経
歴
は
こ
れ
ま
で
近
親
者
以
外
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
の
「
年
譜
略
」
に
よ
っ
て
、
準
の
没
年
ま
で
で
は
あ
る
が
、
経
歴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
準
と
家

族
や
親
類
と
の
交
流
の
深
さ
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
準
は
、
度
々
各
地
に
居
住
す
る
家
族
の
も
と
を
訪
れ
、
何
か
あ
る
毎
に

漢
詩
を
詠
ん
で
お
り
、
家
族
で
あ
る
か
ら
こ
そ
知
り
得
る
出
来
事
や
準
の
心
情
の
吐
露
な
ど
、
家
族
間
の
親
愛
の
情
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
記
事
も
「
年
譜
略
」
の
有
用
性
を
高
め
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
、「
年
譜
略
」
は
今
後
山
田
準
に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
非
常
に
有
用
な
資
料
で
あ
る
が
、
問
題
点
も
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
そ
れ
は
現
存
す
る
最
終
頁
末
尾
の
準
没
後
の
記
事
が
「
祖
先
の
塋
域
に
遺
骨
を
埋
」
で
終
っ
て
お
り
次
頁
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
で
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あ
る
。
細
か
い
点
で
は
あ
る
が
、
準
の
死
後
の
記
述
が
こ
の
後
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
も
し
か
す
る
と
琢
に
よ
っ
て
何
か

し
ら
の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

準
の
没
後
の
こ
と
と
し
て
付
け
加
え
て
お
く
べ
き
も
の
と
し
て
は
、『
山
田
済
斎
先
生
追
悼
集
』（
一
九
五
三
）
の
存
在
で
あ
る
。
昭
和
二
十

八
年
（
一
九
五
三
）
十
一
月
の
一
周
忌
に
際
し
、
山
田
琅
な
ど
に
よ
り
『
山
田
済
斎
先
生
追
悼
集
』
が
編
纂
さ
れ
、
準
と
交
流
の
あ
っ
た
各
氏

の
漢
詩
や
和
歌
、
追
想
文
な
ど
を
収
録
し
、
末
尾
に
は
琅
の
挨
拶
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
あ
ま
り
出
回
っ
て
お
ら
ず
、
準
の
没
後
に

関
す
る
記
述
や
同
書
編
纂
の
事
情
も
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
琅
の
挨
拶
文
を
左
に
留
め
て
お
く
（
句
読
点
は
引
用
者
に
よ
る
）。

昨
年
十
一
月
家
父
逝
去
に
際
し
ま
し
て
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
追
悼
の
御
芳
情
に
よ
る
詩
歌
は
、
故
人
生
前
の
辱
知
と
と
も
に
御
芳
志
に
応

え
た
く
、
終
始
霊
前
に
供
之
、
一
年
を
過
し
て
来
ま
し
た
が
、
来
る
十
一
月
二
十
一
日
一
周
忌
に
際
し
、
郷
里
中
井
村
の
塋
域
に
埋
骨
の

式
を
営
み
ま
す
に
当
り
、
追
善
の
た
め
諸
家
の
玉
什
を
一
本
と
致
し
改
め
て
墓
前
に
供
之
、
重
ね
て
そ
の
御
懇
情
を
新
た
に
し
た
い
存
念

に
て
、
取
り
あ
え
ず
粗
装
を
も
敢
て
か
え
り
み
ず
、
却
て
諸
家
を
穢
し
ま
す
こ
と
恐
縮
の
至
に
存
じ
ま
す
が
、
ど
う
か
前
後
の
事
情
御
諒

察
の
上
、
御
宥
し
を
戴
き
た
く
、
何
れ
後
日
を
期
し
、
更
に
追
憶
の
詩
文
等
頂
戴
で
き
ま
す
な
ら
ば
、
こ
れ
を
も
併
せ
て
定
本
と
い
た
し

た
い
存
念
に
て
、
此
の
度
は
粗
装
の
ま
ゝ
御
左
右
に
進
ぜ
ま
す
御
無
礼
の
こ
と
ど
う
か
御
許
し
下
さ
ら
ん
こ
と
を
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

昭
和
二
十
八
年
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
琅

追
記　

恩
師
山
田
済
斎
先
生
の
一
週
忌
を
迎
え
る
に
当
り
、
諸
家
御
追
悼
の
玉
什
を
編
し
ま
し
た
が
、
す
べ
て
不
馴
れ
の
点
、
多
く
玉
什

を
穢
し
ま
し
た
こ
と
深
く
お
詫
び
致
し
ま
す
。	

津
久
井
泰
輔　

芳
原
一
男　

秋
岡
留
治

こ
れ
に
よ
れ
ば
準
の
没
後
、
彼
の
友
人
や
門
弟
よ
り
届
い
た
追
悼
の
詩
文
が
そ
の
霊
前
に
供
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
昭
和
二
十
八
年
十
一
月

二
十
一
日
の
一
周
忌
に
あ
た
っ
て
書
籍
と
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
ま
ず
は
「
粗
製
」
の
『
山
田
済
斎
先
生
追
悼
集
』
を
編
纂
し
た
こ
と
と
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い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　

筆
者
は
こ
の
後
、
同
書
が
新
た
に
出
版
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、「
粗
製
」
と
琅
が
自
称
す
る
『
山
田
済
斎
先
生

追
悼
集
』
に
収
録
さ
れ
る
人
物
に
は
、
掲
載
順
に
四
宮
憲
章･

渡
貫
勇･

國
分
三
亥･

那
智
佐
典･

鈴
木
虎
雄･

加
藤
虎
之
亮･

荒
波
坦･

前

川
忠･

安
岡
正
篤･
高
田
眞
治･

今
関
壽
彦･

水
野
昌
雄･

東
繁
穂･

松
林
篤･

田
能
村
傳
太･

小
池
重･

田
森
長
次
郎･

太
刀
掛
重
男･

日

高
節･

藤
井
秀･

松
村
見
二･

吉
岡
和･

原
重
治･

阪
巻
要
藏･

平
松
得
一･

疋
田
直
太
郎･

正
富
彌
藏･

宮
崎
喜
太
郎･

髙
落
松
男･

松
隈

信
嗣･

秋
本
運
晃･

古
屋
野
橘
衛･

窪
田
茂･

井
上
直
伍･

納
所
浩･

藤
田
荒
次
郎･

太
田
彌
一
郎･

赤
澤
晃･

中
山
英
三
郎･

白
神
富
太
郎

･

牧
馬･

花
土
文
太
郞･

児
島
元
三
郎･

甲
田
賴
光･

坂
田
儀
一･

居
森
柳
市･

鈴
木
鏗
爾･

赤
崎
鋠
一･

金
岡
英
雄･

金
岡
武･

菊
楽
金
一

郎･

埴
原
欽
二
郎･

矢
田
部
貢･

大
西
義
雄･

森
佐
市･

小
倉
善
三
郎･

山
下
修
次
郎･

長
井
秀
三･

小
西
良
次･

藤
井
壽
一･

高
本
玉
太･

田
中
福
次
郎･

小
寺
天マ

真マ･

下
垣
保
二･

阿
藤
簡マ

マ･

大
月
邦
彦･

安
立
信
嗣･

津
久
井
泰マ

マ･

芳
原
一
男
（
以
上
漢
詩
）、
佐
々
木
信
綱･

佐
野
梅

吉･

原
重
治･

小
澤
英
雄
（
以
上
和
歌
）、
瑞
圓･
田
口
富
之
助
、
田
村
木
國･

安
原
不
知
稻･

芳
賀
翠
月
（
以
上
俳
句
）、
安
原
不
知
稻
（
以
上

俚
謡
）、
木
下
彪･

秋
岡
留
治
（
以
上
追
想
文
）
が
お
り
、
さ
ら
に
塩
谷
温･

秋
岡
留
治
の
輓
詩
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
内
容
と
し
て
は
申
し
分

な
い
出
来
だ
と
い
え
よ
う
。

こ
の
ほ
か
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
十
一
月
二
十
四
日
に
高
梁
市
西
方
の
定
光
寺
に
お
い
て
山
田
済
斎
五
十
回
忌
が
営
ま
れ
、
二
松
学
舎

関
係
者
も
参
加
し
て
い
る
（
高
梁
方
谷
会
『
高
梁
方
谷
会
報
』
二
十
四
号
、
二
〇
〇
二
表
紙
参
照
）。

他
に
も
、
準
編
著
の
刊
行
物
や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文･

漢
詩
文
な
ど
は
厖
大
な
量
に
の
ぼ
る
た
め
、
当
然
「
年
譜
略
」
に
は
一
部
し
か

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
に
は
陽
明
学
に
関
す
る
著
作
が
多
数
あ
り
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
陽
明
学
研
究
を
す
る
上
で
彼
の

存
在
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
準
の
著
作
一
覧
が
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
や
は
り
「
山
田
済
斎
特
集
号
」
所
収
の
小
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林
憲
二
「
山
田
済
斎
著
述
目
録
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
更
に
彼
の
作
成
し
た
漢
詩
文
を
も
取
り
入
れ
、
準
の
全
著
作
を
年
譜
に
取
り

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
彼
の
研
究
の
関
心
が
何
処
に
あ
っ
た
の
か
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

今
回
、「
山
田
済
斎
著
述
目
録
」
と
「
年
譜
略
」
と
を
見
比
べ
て
気
づ
い
た
点
を
一
言
す
れ
ば
、
前
者
に
記
さ
れ
る
「
済
斎
文
存　

昭
和
二

十
三
年
」
は
未
刊
で
あ
り
、
前
掲
『
済
斎
帰
休
詩
鈔
』
に
「
輯
済
斎
文
存
漫
賦
」
と
題
す
る
七
言
絶
句
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
従
来
そ
の
存
在

が
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、「
年
譜
略
」
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
二
月
の
項
に
は
「「
済
斎
詩
鈔
」
刷
印
成
る
。
君
古
稀
七
十
齢
を
記
念
し
、
児
子
の
請

に
応
じ
、
詩
文
稿
印
刷
の
企
あ
り
。
先
づ
詩
稿
を
整
頓
し
て
、
各
体
計
六
百
十
四
首
を
得
、
乾
坤
二
巻
を
印
刷
す
。
此
月
漸
く
成
る
。
文
稿
は

機
を
失
ひ
、
荏
苒
刊
行
に
至
ら
ず
。」
と
あ
り
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
済
斎
古
稀
の
時
点
で
「
文
稿
」
の
刊
行
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、

結
局
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。『
済
斎
帰
休
詩
鈔
』
か
ら
は
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
年
に
お
い
て
な
お
も
自
身
の
作
文
を

ま
と
め
る
心
持
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
に
は
「
済
斎
雑
文
」
と
題
す
る
稿
本
が

所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

こ
の
よ
う
に
、「
年
譜
略
」
に
よ
る
記
述
も
踏
ま
え
て
、
彼
の
著
作
目
録
を
含
む
総
合
的
な
年
譜
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

今
号
に
は
、
文
字
数
の
関
係
で
「
年
譜
略
」
の
内
、
大
正
十
五
年
（
昭
和
元
年
）
に
第
七
高
等
学
校
の
教
員
を
退
職
す
る
ま
で
の
記
事
を
掲

載
し
た
。
次
号
に
は
、
昭
和
二
年
に
二
松
学
舎
学
長
と
し
て
同
校
に
赴
任
し
て
か
ら
没
す
る
ま
で
の
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

最
後
に
、
本
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
で
は
目
下
山
田
安
之
氏
寄
贈
の
山
田
準
資
料
目
録
を
編
纂
中
で
あ
る
。
同
資
料
に
は
、
準
の
漢

詩
文
の
草
稿
が
多
く
、
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
も
準
に
関
す
る
研
究
で
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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凡
例

一
、
本
稿
の
底
本
に
は
、
二
松
学
舎
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
山
田
済
斎
君
年
譜
略
」（
複
写
版
）
七
十
八
枚
を
用
い
た
。

一
、
底
本
の
記
述
の
内
、
誤
記
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
訂
正
を
施
し
、
原
文
を
注
で
示
し
た
。
そ
の
他
筆
者
に
よ
る
注
は
本
文
〈　

〉

内
に
記
し
た
。

一
、
底
本
の
用
字
は
旧
字
体
、
片
仮
名
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
適
宜
印
刷
用
字
体
、
平
仮
名
に
改
め
た
。

一
、
年
号
の
後
に
（　

）
付
で
西
暦
を
挿
入
し
、
日
付
は
太
字
で
示
し
た
。

一
、
会
話
文
、
引
用
文
及
び
書
名･
篇
名
は
「　

」
で
補
っ
た
。

【
翻
刻
】

山
田
済
斎
君
年
譜
略

山
田
琢
纂

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
丁
卯　

一
歳

　

十
一
月
二
十
三
日
山
田
済
斎
君
、
岡
山
県
高
梁
町	

当
時
松
山
藩	

甲
賀
町
に
生
る
。
幼
名
鎨
三
郎
、
後
準
に
改
む
。
字
は
士
表
、
済
斎
は
其
号
。

木
村
豊
君
第
三
子
。
豊
君
は
旧
松
山
藩
学
有
終
館
の
会
頭
た
り
。
母
氏
名
は
万
喜
、
足
守
藩
長
田
氏
の
長
女
。
君
一
姉
二
兄
あ
り
、
長
兄
名
信

行
、
次
兄
鉄
次
郎
、
女
兄
名
は
鉄
。
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明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
戊
辰　

二
歳

　

一
月
伏
見
の
兵
変
あ
り
。
藩
主
板
倉
勝
静
、
幕
府
老
中
を
以
て
将
軍
慶
喜
に
従
ひ
、
大
阪
よ
り
江
戸
に
退
去
す
。
岡
山
藩
朝
旨
を
奉
じ
、
来

て
藩
城
を
収
め
、
藩
士
皆
城
外
に
退
去
す
。
君
、
生
れ
て
纔
に
三
閲
月
、
母
氏
困
頓
を
極
む
。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
己
巳　

三
歳

　

八
月
朝
廷
、
松
山
藩
新
主
勝
弼
に
先
封
三
分
の
二	

二
万
石	

を
賜
は
る
。

　

九
月
二
十
日
父
君
豊
、
積
労
を
以
て
没
す
、
齢
五
十
四
。
母
氏
後
事
を
問
ふ
。
君
曰
ふ
「
死
後
の
こ
と
我
の
関
す
る
所
に
非
ず
、
汝
善
く
之

に
任
ぜ
よ
」
と
。
父
君
資
性
謹
厳
質
実
、
常
に
曰
ふ
「
吾
静
坐
書
を
読
め
ば
、
胸
宇
常
に
灑
然
た
り
」
と
。
好
で
経
説
を
研
め
、
辞
賦
を
喜
ば

ず
。
初
め
筆
札
に
拙
な
り
。
中
年
発
憤
、
日
に
一
千
字
を
課
習
す
と
云
ふ
。

　

十
月
松
山
を
改
め
て
高
梁
と
称
す
。

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
癸
酉　

七
歳

　

高
梁
小
学
校
に
入
学
す
。
母
氏
督
励
頗
る
厳
な
り
。
毎
に
誡
む
ら
く
「
汝
不
幸
に
し
て
父
な
し
。
俗
に
老
母
育
ち
は
売
っ
て
も
三
文
の
価
値

な
し
と
云
ふ
。
汝
之
を
勉
め
よ
」
と
。
君
、
頗
る
省
励
す
る
所
あ
り
。

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
甲
戌　

八
歳

　

母
氏
に
従
ふ
て
讃
州
金
比
羅
に
詣
づ
。
君
始
て
海
を
渉
り
異
境
を
踏
む
。
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明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
戊
寅　

十
二
歳

　

長
兄
信
行
君
指
導
の
下
に
始
て
漢
詩
を
作
る
。
小
学
校
主
任
教
師
神
谷
壮
吉
、亦
時
に
漢
詩
を
課
す
。
姉
夫
卯
木
仙
太
郎	

姉
鉄
嫁
す	

に
従
ひ
、

「
日
本
外
史
」「
十
八
史
略
」
等
を
誦
読
す
。
又
漢
学
塾
有
終
館
に
論
語
朝
講
を
聴
く
。

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
庚
辰　

十
四
歳

　

三
月
高
梁
小
学
校
を
卒
業
す
。
成
績
優
等
の
故
を
以
て
「
山
陽
文
稿
」	

二
巻
、
頼
襄
少
年
時
漢
文	

及
半
紙
一
束
を
賞
賜
せ
ら
る
。

　

四
月
有
終
館
に
入
学
す
。
是
よ
り
先
き
、
有
志
者
漢
学
塾
を
設
立
し
、
旧
藩
学
の
名
を
襲
ぎ
、
有
終
館
と
称
す
。
旧
藩
儒
荘
田
賤
夫	

号
霜

渓	

を
迎
へ
て
師
長
と
す
。

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
辛
巳　

十
五
歳

　

村
立
上
房
中
学
に
入
学
す
。
其
設
備
に
慊
ら
ず
、
長
兄
の
勧
め
に
よ
り
半
歳
後
有
終
館
に
復
帰
す
。

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
壬
午　

十
六
歳

　

有
終
館
に
寄
宿
し
、
毎
朝
論
語
聴
講
の
後
、「
春
秋
左
氏
伝
」
及
「
文
章
軌
範
」
等
を
輪
講
す
。
夜
は
灯
下
に
「
資
治
通
鑑
」
を
誦
読
す
。

毎
月
詩
文
会
あ
り
。
嘗
て
「
半
窓
樹
影
月
痕
残
」
の
結
句
を
獲
。
師
曰
く
「
木
村
氏
の
子
詩
才
あ
り
」
と
。

　

次
兄
鉄
次
郎
、
旧
藩
士
熊
田
矩
光	

大
助	

に
養
は
れ
、
東
京
二
松
学
舎
に
遊
学
す
。
学
舎
は
三
島
中
洲
師
明
治
十
年
創
立
す
る
所
、
中
洲
は
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山
田
方
谷
翁
の
門
に
出
で
、
学
職
吏
職
を
以
て
旧
藩
に
鞅
掌
す
。
明
治
後
、
虎
口
渓
舎	

小
高
下	

を
創
め
子
弟
を
教
ゆ
。
五
年
政
府
に
徴
用
せ

ら
る
。
教
学
の
西
洋
に
偏
傾
す
る
を
慨
し
、
方
谷
翁
の
旨
を
受
け
て
、
学
舎
を
旧
麹
町
区
一
番
町
に
設
け
、
儒
学
に
本
づ
い
て
東
洋
精
神
を
鼓

吹
す
。
君
、
亦
遊
学
の
志
切
な
り
。
学
資
の
途
な
し
、
発
憤
修
励
、
転
機
を
待
つ
。「
男
児
報
国
志
千
里
」
の
句
あ
り
。

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
癸
未　

十
七
歳

　

四
月
中
洲
師
よ
り
飛
信
あ
り
て
曰
く
「
学
僕
に
欠
あ
り
、
子
の
来
学
を
妨
げ
ず
」
と
。
君
踊
躍
、
五
月
程
に
上
り
海
路
入
京
、
師
に
謁
す
。

玄
関
脇
の
一
室
に
起
臥
し	

先
任
吹
野
信
履
、
後
河
野
宇
三
郎	

、
二
松
学
舎
の
課
程
を
修
む
。
舎
は
本
塾･

柳
塾･

梅
塾
に
分
れ
、
講
堂
は
本

塾	

師
邸
南
隣	

に
在
り
。
舎
生
凡
二
百
人
、
通
学
生
百
人
、
幹
事
之
を
統
率
す
。
師
は
「
孟
子
」「
文
章
軌
範
」
及
「
荘
子
」
等
を
交
替
朝
講
し
、

時
あ
り
て
「
伝
習
録
」
を
講
ず
。
別
に
講
師
あ
り
、「
論
語
」「
唐
宋
八
家
文
」
等
を
輪
講
す
。
毎
月
詩
文
を
課
す
。
川
北
梅
山
之
を
幇
助
す
。

　

六
月
中
洲
師
、
其
師
方
谷
翁
七
回
忌
法
筵
を
駒
込
吉
祥
寺
に
修
む
。

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
甲
申　

十
八
歳

　

君
、
山
田
家
を
相
続
す
。
山
田
家
は
旧
藩
板
倉
氏
の
重
臣
山
田
方
谷	
名
球
、
通
称
安
五
郎
、
字	

琳
卿
の
後
な
り
。
明
治
十
年
六
月
二
十
六

日
翁
没
す
。
養
嗣
子	

弟
平
人
の
実
子	

耕
蔵
君	

字
明
遠
、
号
知
足
斎
又
瀬
北	
十
四
年
又
没
す
。
女
子
二
人
あ
り
、
男
系
な
し
。
中
洲
師
、
君

の
学
問
の
筋
宜
し
き
故
を
以
て
其
後
嗣
に
擬
し
、
板
倉
松
叟
公	

勝
静
公
隠
居
後
の
名	

に
提
議
し
、
君
の
長
兄
に
謀
り
、
事
決
す
。

　

三
月
君
帰
国
し
、
始
て
西
方
村	

後
の
中
井
村
、
高
梁
北
方
五
里
、
山
田
家
祖
先
定
住	
山
田
家
に
入
籍
す
。

　

四
月
再
入
京
す
。
こ
の
頃
国
漢
両
学
の
先
輩
漸
く
凋
落
し
、
後
起
者
継
が
ざ
る
を
患
へ
、
東
京
文
科
大
学
は
聖
旨
を
奉
じ
て
古
典
講
習
科
国
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語
課
及
漢
書
課
を
設
置
し
、
前
年
既
に
前
期
生
を
募
集
し	

君
次
兄
入
学	

、
本
年
又
後
期
生
を
募
る
。
君
、
漢
書
課
を
志
願
し
て
合
格
し
、
九

月
入
学
す
。
同
学
凡
そ
三
十
人
、
中
村
敬
宇･

秋
月
韋
軒･

南
摩
羽
峯･

島
田
篁
村･

岡
松
甕
谷･

内
藤
耻
叟･

小
中
村
清
矩
諸
老
教
授
職
に

就
き
、
経
史
諸
子
法
制
及
詩
文
を
分
担
教
授
す
。

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
丙
戌　

二
十
歳

　

四
月
二
十
四
日
方
谷
翁
の
亡
弟
平
人
君	

医
師	

の
配
歌
子
刀
自
没
す
。
刀
自
早
く
寡
居
し
、
一
子
耕
蔵
を
し
て
宗
家
を
嗣
が
し
め
、
躬
宗
家

に
同
居
し
、
勤
倹
に
終
始
す
。

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
丁
亥　

二
十
一
歳

　

四
月
歌
子
刀
自
一
周
忌
に
際
し
帰
展
す
。

　

此
月
婚
儀
を
挙
ぐ
。
妻
春
野
齢
十
七
。

　

旧
藩
主
板
倉
松
叟
公	

勝
静	

旧
藩
地
を
省
す
。
帰
東
の
時
、
君
随
行
し
て
入
京
す
。

　

中
洲
師
山
梨
県	

谷
村	

文
墨
会
に
赴
く
。
君
随
行
す
。

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
戊
子　

二
十
二
歳

　

七
月
四
ヶ
年
の
課
程
を
畢
り
、
古
典
講
習
科
を
卒
業
す
。
同
卒
業
、
竹
添
治
三
郎･
大
作
延
寿･

島
田
鈞
一･

菅
沼
貞
風･

長
尾
槙
太
郎･

黒
木
安
雄･

児
島
献
吉
郎
等
凡
そ
二
十
余
人
。
君
、
卒
業
論
文
と
し
て
「
禹
域
財
政
概
論
」
を
述
作
す
。
菅
沼
貞
風
の
「
日
本
商
業
史
」
特
に
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衆
目
を
牽
く
。
時
に
漢
学
振
は
ず
。
卒
業
諸
人
皆
就
職
に
苦
し
む
。
君
、
二
松
学
舎
幹
事	

初
め
細
田
謙
蔵
幹
事
、
君
副
幹
事	

及
び
講
師
に
就

職
す
。

　

十
月
君
帰
国
し
、
家
族
を
纏
め
て
入
京
し
、
旧
梅
塾
の
一
隅
に
僦
居
す
。

　

十
二
月
二
松
学
舎
本
科
高
等
部
全
課
を
卒
業
す
。

　

君
、
字
号
を
中
洲
師
に
請
ふ
。
士
表
を
字
と
し
、
済
斎
を
以
て
号
と
な
さ
し
む
。
曰
く
「
祖
父
方
谷
翁
の
実
学
を
志
せ
」
と
。
時
に
郷
の
先

輩
亦
君
を
激
励
す
る
所
あ
り
。
君
頗
る
時
用
を
志
し
、
夜
、
英
学
塾
に
英
語
を
学
び
、
又
専
修
学
校
に
就
き
理
財
科
を
修
む
。
而
か
も
材
の
長

ず
る
所
に
非
ず
。
又
家
事
牽
連
し
、
両
者
共
に
結
実
に
至
ら
ず
。

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
己
丑　

二
十
三
歳

　

六
月
二
十
六
日
君
、
中
洲
師
指
導
の
下
に
、
方
谷
翁
十
三
回
忌
法
筵
を
駒
込
吉
祥
寺
に
開
く
。
南
摩
羽
峯･

川
田
甕
江･

原
田
一
道	

元
老

院
議
官
、
幕
末
翁
の
門
に
学
ぶ	

等
焼
香
、
席
上
翁
の
画
像
製
作
及
遺
稿
出
版
の
議
あ
り
。

　

十
一
月
三
日
長
児
琅
生
る
、
字
士
玕
。
名
字
は
中
洲
師
の
選
な
り
。

　

十
二
月
君
、
同
舎
親
友
池
田
蘆
州	

四
郎
次
郎	･

本
城
鷹
峯	

佐
吉
、
後
の
問
亭	

と
雑
誌
「
東
海
北
斗
」
を
発
行
し
、
漢
文
を
鼓
吹
す
。

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
庚
寅　

二
十
四
歳

　

十
月
「
方
谷
遺
稿
」	

文
二
巻
詩
一
巻	

刻
成
る
。

　

方
谷
翁
画
像
成
る
。
翁
生
前
写
真
な
し
。
昨
年
の
議
に
本
づ
き
、
之
を
同
藩
出
身
画
家
平
木
政
次
に
嘱
す
。
政
次
諸
家
の
意
見
を
聴
取
し
、
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苦
心
製
作
を
了
す
。

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
辛
卯　

二
十
五
歳

　

六
月
一
日
次
男
璋
生
る
、
字
圭
仲
。
名
字
は
亦
た
中
洲
師
の
選
す
る
と
こ
ろ
。

　

池
田･

本
城
二
子
と
益
友
社
を
創
め
、「
漢
文
講
義
録
」
を
発
行
す
。
社
運
勃
興
し
、
漢
文
振
興
の
兆
あ
り
。
君
「
箋
註
十
八
史
略
」
を
著

編
す
。

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
壬
辰　

二
十
六
歳

　

一
月
君
、
木
村
の
長
兄
、
国
会
議
員
選
挙
の
事
に
関
し
、
高
梁
に
帰
る
。

　

二
月
二
十
八
日
方
谷
翁
後
配
祖
母
君
、
名
は
緑
、
岡
山
に
没
し
、
西
方
に
帰
葬
す
、
齢
七
十
六
。

　

君
、
卯
木
女
兄
を
徳
島
に
訪
ふ
て
帰
京
す
。

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
癸
巳　

二
十
七
歳

　

二
月
六
日
三
男
瑛
生
る
。

　

十
月
宮
内
鹿
川	

黙
蔵	･

西
村
越
渓	

豊	･

池
田
蘆
州･

児
島
星
江	

献
吉
郎	･
吹
野
聴
雲	

信
履	

等
と
文
会
を
創
め
、
行
餘
文
社
と
命
名
す
。

毎
月
一
集
、
中
洲
師
及
川
北
梅
山
時
に
臨
む
。
君
、
頗
る
力
を
漢
文
に
用
ゆ
。
而
か
も
進
境
な
き
を
慨
し
、
十
数
年
間
の
旧
稿
を
焚
き
自
ら
励

む
。
文
社
記
を
作
り
左
の
結
文
あ
り
。
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文
者
載
道
之
器
也
。
若
我
同
人
、
行
不
砥
、
身
不
修
。
文
詞
雖
巧
、
唱
和
雖
盛
、
浮
文
耳
、
泛
交
耳
。
亦
何
足
関
文
運
之
盛
衰
乎
哉
。

宮
内
鹿
川
之
を
評
し
て
曰
ふ
「
結
以
躬
行
実
践
之
言
。
有
斯
終
尾
、
真
不
愧
為
乃
祖
之
嗣
孫
矣
。」

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
甲
午　

二
十
八
歳

　

七
月
征
清
役
起
る
。
君
慨
然
、「
膺
懲
瑣
録
」
を
起
稿
す
。

　

八
月
中
洲
師
、
前
月
越
後
よ
り
佐
渡
に
遊
び
、
脳
溢
血
に
罹
り
、
此
月
越
後
妙
高
山
下
赤
倉
温
泉
に
療
浴
す
。
君
、
往
き
侍
護
し
、
九
月
従

ふ
て
帰
京
す
。

　

十
一
月
始
て
木
村
氏
先
塋
を
品
川
寿
昌
寺
に
展
ず
。
木
村
氏
先
系
近
江
源
氏
に
出
で
、
後
裔
伊
予
今
治
に
移
居
す
。
宝
暦
中
、
次
男
信
敏
君
、

始
て
板
倉
侯
に
江
戸
に
仕
ふ
。
是
れ
君
の
高
祖
た
り
。

　

此
月
尋
常
師
範
学
校･

尋
常
中
学
校･

高
等
女
学
校
漢
文
科
教
員
免
許
状
の
下
附
を
受
く
。

　

十
二
月
府
立
城
北
中
学
校
（
後
の
府
立
第
四
中
学
）
教
諭
に
就
任
す
。
古
典
科
先
輩
深
井
鑑
一
郎
校
長
た
り
。

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
乙
未　

二
十
九
歳

　

三
月
三
日
長
女
栄
生
る
。

　

八
月
生
母
木
村
太
孺
人
七
十
歳
、
長
兄
及
次
兄
と
之
を
岡
山
後
楽
園
に
迎
へ
、
寿
觴
を
侑
む
。
君
寿
序
の
作
あ
り
、
曰
ふ
、

嗚
呼
七
十
年
之
間
、
人
事
之
変
、
日
夜
相
代
乎
前
。
而
太
孺
人
終
始
恒
其
徳
、
窮
而
益
聖
、
屯
而
終
亨
。
今
也
寿
躋
古
稀
、
筋
力
強
固
、

神
不
衰
、
視
不
眊
。
東
西
優
遊
、
含
飴
弄
孫
、
不
復
知
世
事
。
準
等
兄
弟
、
雖
学
未
熟
、
官
未
達
、
幸
皆
無
大
過
、
各
成
家
育
子
。
百
里
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相
趨
、
献
觴
膝
下
、
是
足
以
寿
乎
。
諸
兄
曰
喜
、
乃
歌
曰
、
俾
爾
昌
而
大
、
俾
爾
耆
而
艾
。
万
有
千
載
、
眉
寿
無
有
害
。	

歌
辞
魯
頌

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
丙
申　

三
十
歳

　

三
月
中
洲
師
、
東
宮
侍
講
の
命
を
拝
す
。
方
谷
先
師
を
憶
ひ
「
伝
君
学
術
献
皇
儲
」
の
詩
句
あ
り
。

　

四
月
君
、
陸
軍
編
修
書
記
に
就
任
し
、
参
謀
本
部
附
と
な
り
、「
本
邦
古
戦
史
」	

長
篠
役
、
姉
川
役
、
中
国
戦
等	

を
編
著
す
。
横
井
忠
直
主

任
た
り
。

　

十
月
旧
藩
主
板
倉
勝
弼	

号
黍
山	
東
京
の
邸
に
没
す
。
君
墓
誌
を
撰
す
。

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
丁
酉　

三
十
一
歳

　

一
月
君
、
桶
狭
間
古
戦
迹
を
探
り
、
年
首
京
都
に
入
る
。
二
日
宇
治
平
等
院
を
観
て
奈
良
に
赴
き
、
東
大
寺･

春
日
神
社
等
を
拝
し
、
三
日

法
隆
寺
を
経
て
大
阪
に
入
り
、
始
て
藤
沢
南
岳
を
訪
ふ
。
座
に
近
藤
元
粋
在
り
。
八
日
帰
京
す
。

　

君
、
嚮
き
に
二
松
学
舎
柳
塾
邸
内
新
樓	

池
田
蘆
洲
隣
住	
に
寓
す
。
既
に
し
て
邸
を
飯
田
町
に
購
ひ
移
居
す
。

　

六
月
更
に
牛
込
区
原
町
に
一
邸
を
購
ひ
移
る
。

　

六
月
二
十
六
日
方
谷
翁
忌
辰
に
当
る
。
中
洲
師
を
迎
へ
て
家
祭
を
挙
げ
、
飲
膳
を
饗
す
。
師
、
左
の
詠
あ
り
。

　
　

新
居
購
得
近
郊
原　
　

緑
樹
如
山
圧
四
軒

　
　

此
是
京
城
小
方
谷　
　

忌
辰
恰
好
祭
幽
魂

　

七
月
三
方
原
及
長
篠
古
戦
迹
を
探
討
す
。
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原
町
の
邸
地
頗
る
幽
邃
、
樹
木
繁
生
す
。
君
、
楽
是
幽
居
と
題
し
、「
十
勝
記
」
を
作
る
。
中
洲
師
評
し
て
曰
く
「
篇
篇
幽
雅
高
逸
、
如
老

余
遺
世
者
作
、
而
其
人
猶
壮
。
宜
有
所
為
於
前
途
、
未
可
安
于
此
」
と
。

　

十
二
月
二
日
次
女
霜
野
生
る
。

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
戊
戌　

三
十
二
歳

　

一
月
二
十
二
日
木
村
母
公
、
伯
兄
岡
山
の
寓
に
病
む
。
君
、
急
電
に
接
し
、
往
き
問
へ
ば
、
前
日
既
に
没
せ
り
。
二
十
五
日
高
梁
頼
久
寺
に

葬
る
。

　

二
月
文
会
を
相
州
杉
田
村
に
開
く
。
観
梅
の
勝
地
た
り
。
会
友
石
崎
小
州･

児
島
星
江･

池
田
蘆
州･

本
城
鷹
峯
同
行
、
横
浜
の
会
友
小
櫃

守
衛
東
道
た
り
。
君
記
文
あ
り
。

　

三
月
横
井
編
修
に
従
ひ
、
中
国
役
古
戦
史
迹
を
探
る
。

　

七
月
児
島
星
江
と
中
洲
師
を
沼
津
保
養
館
に
候
し
数
宿
す
。

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
己
亥　

三
十
三
歳

　

一
月
二
十
六
日
杉
浦
天
台
道
士	

重
剛	

を
小
石
川
の
邸
に
訪
ふ
。
酒
膳
の
饗
あ
り
、
湖
魚
一
尾
を
添
ふ
。
曰
く
「
琵
琶
湖
産
す
る
所
、
今
上

天
皇
頗
る
嗜
好
あ
ら
せ
ら
れ
、
隔
日
御
膳
に
上
る
」
と
。

　

三
月
甲
信
古
戦
迹
を
探
る
。
木
曾
峽
を
経
て
濃
州
に
入
り
、
岩
村
城
を
観
る
。

　

四
月
始
て
談
経
会
に
赴
く
。
爾
後
月
次
一
回
会
集
。
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六
月
中
洲
師
七
十
齢
に
躋
る
。
皇
太
子
寿
詩
及
銀
盃
を
賜
ふ
。
君
、
師
門
諸
子
と
、
師
の
古
稀
寿
筵
を
上
野
公
園
梅
川
樓
に
開
く
。
予
め
銅

像
を
鋳
て
之
を
献
じ
、
又
師
の
年
譜
を
撰
す
。
君
寿
序
の
文
あ
り
。

　

七
月
吉
田
梅
城

（
一
）

庫
三
、
吉
田
松
陰
外
孫	

の
別
宴
に
紀
尾
井
町
皆
香
園
に
赴
く
。
森
槐
南･

岩
渓

（
二
）

裳
川
は
旧
知
、
本
田
種
竹･

土
居

（
三
）

香
国･

関
沢
霞
庵･

永
坂

（
四
）

石
埭
等
新
知
た
り
。
席
上
栢
梁
体
を
賦
す
。

　

十
月
熊
本
第
五
高
等
学
校
教
授
に
就
任
し
、
単
身
程
に
上
る
。
先
任
長
尾
雨
山
、
東
京
高
等
師
範
学
校
に
転
任
し
、
児
島
星
江
主
任
と
し
て

君
を
推
薦
す
。
中
川
元
校
長
た
り
。
夏
目
金
之
助	

漱
石	

曾
て
二
松
学
舎
に
学
ぶ
。
英
語
科
主
任
た
り
。
始
て
落
合
為
誠	

東
郭	

と
相
識
る
。

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
庚
子　

三
十
四
歳

　

一
月
年
首
休
暇
を
利
用
し
、
児
島･

落
合
二
子
と
耶
馬
渓
に
遊
ぶ
。
筑
後
川
を
遡
り
、
守
実
駅
を
経
て
、
柿
阪･

羅
漢
寺･

青
洞
門
諸
勝
を

探
討
す
。
又
柿
崎
よ
り
路
を
転
じ
て
新
耶
馬
渓
と
称
す
る
も
の
を
観
る
。
土
人
深
瀬
谷
と
称
す
。
規
模
小
な
る
も
、
奇
勝
は
旧
耶
馬
渓
に
勝
る
。

森
町
を
経
て
帰
熊
す
。「
馬
渓
七
勝
記
」
及
び
「
斧
柯
峡	
深
瀬
谷
の
擬
称	

記
」
を
作
る
。
中
洲
師
「
七
勝
記
」
に
評
言
を
加
へ
て
曰
く
、

済
斎
星
江
両
君
、
同
寓
肥
後
、
同
遊
馬
渓
、
同
作
遊
記
、
同
見
寄
示
。
詳
略
各
異
、
形
容
各
異
、
濃
淡
各
異
、
長
短
各
異
。
如
遊
両
馬
溪
、

蓋
山
水
不
異
、
観
者
異
、
則
所
感
各
異
。
文
章
畢
竟
非
写
他
物
、
而
写
我
心
也
。
仏
氏
曰
、
天
地
万
物
、
皆
我
一
心
之
影
也
。
真
不
吾
欺
。

因
賦
一
絶
曰
、

　
　

両
記
形
容
熟
是
真　
　

彩
毫
写
出
幾
嶙
峋

　
　

始
知
万
物
皆
心
影　
　

各
個
文
如
各
個
人

　

九
州
史
談
会
開
か
る
。
君
、
藪
孤
山
の
学
説
を
講
演
す
。
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七
月
東
京
帰
省
。

　

八
月
筑
波
山
に
登
る
。

　

九
月
帰
任
。
東
宮
殿
西
遊
、
此
地
に
臨
御
せ
ら
る
。

　

十
一
月
熊
田
仲
兄
、
高
梁
中
学
校
よ
り
大
阪
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
に
転
任
す
。

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
辛
丑　

三
十
五
歳

　

鹿
児
島
に
第
七
高
等
学
校
造
士
館
を
置
か
る
。
君
、
進
ん
で
転
任
を
策
し
、
容
れ
ら
れ
て
こ
れ
が
教
授
と
な
る
。
農
学
士
（
札
幌
）
岩
崎
行

親
校
長･

理
学
士
丹
下
丑
之
助
教
頭･
文
学
士
菅
野
養
助･

小
松
原
隆
二･

藤
村
作･

法
学
士
寒
河
保
吉
及
び
小
崎
成
章
等
僚
員
た
り
。

　

六
月
始
て
家
族
を
東
京
よ
り
招
く
。
妻
春
野
、
三
男
二
女
を
伴
ひ
、
神
戸
よ
り
海
路
来
麑
す
。
汽
船
球
磨
川
丸
三
百
六
十
屯
な
り
。

　

此
地
出
身
陸
軍
中
佐	

予
備	

花
田
仲
之
助
、
此
歳
四
月
東
亜
報
徳
会
を
創
め
、
国
民
道
徳
を
鼓
唱
す
。
君
頗
る
嚮
応
す
る
と
こ
ろ
あ
り
。
且

つ
中
佐
初
め
東
京
二
松
学
舎
に
学
び
、
君
に
於
て
先
輩
の
誼
も
あ
り
。
懇
嘱
を
受
け
て
其
業
を
助
け
、
十
一
月
始
て
入
会
す
。
因
み
に
「
東
亜
」

の
二
字
は
花
田
氏
、
陸
軍
士
官
学
校
時
代
の
学
友
根
津
一
氏
の
東
亜
同
文
書
院
、
荒
尾
精
氏
の
東
亜
と
相
点
応
す
る
も
の
な
り
。

　

十
二
月
第
七
高
等
学
校
生
徒
監
を
兼
任
す	

七
年
後
辞
任	

。

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
壬
寅　

三
十
六
歳

　

一
月
熊
田
仲
兄
、
公
務
を
離
れ
て
須
磨
に
転
療
す
。

　

七
月
漢
文
協
議
会
東
京
に
開
か
る	

第
一
高
等
学
校	

。
君
為
め
に
上
京
す
。
中
途
病
兄
を
訪
ふ
。
協
議
会	

三
日
間	

畢
り
、
中
洲
師
を
候
す
。
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八
月
八
日
三
女
波
江
生
る
。
時
の
寓
居
眺
望
裡
に
錦
江
湾
の
遥
波
あ
り
。
因
て
名
付
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
癸
卯　

三
十
七
歳　
〈
こ
の
年
記
事
欠
〉

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
甲
辰　

三
十
八
歳

　

二
月
征
露
の
役
起
る
。

　

春
鎌
倉
円
覚
寺
釈
宗
演･

山
城
円
福
寺
宗
般
禅
師
、
前
後
来
錫
す
。
宗
般
「
四
蔀
録
」
を
提
唱
す
。
君
、
始
て
禅
説
を
商
量
し
、
十
絶
の
詠

あ
り
。
其
一
に
曰
ふ
、

　
　

至
道
元
無
二　
　

儒
禅
同
一
源

　
　

放
心
求
得
住　
　

即
是
如
来
門

　

中
洲
師
評
し
て
曰
く
「
孟
軻
一
言
、
万
古
不
磨
」

　

七
月
君
、
校
名
を
以
て
第
三	

京
都	･

第
四	

金
沢	･

第
六	
岡
山	

各
高
等
学
校
寄
宿
舎
設
備
を
視
察
す
。
途
次
備
前
閑
谷
学
校
を
訪
ふ
。
校

長
西
薇
山	

毅
一	

数
日
前
逝
去	

自
刃	

す
。
岡
本
天
岳
迎
へ
接
し
て
曰
く
「
昨
来
て
善
後
策
を
講
ず
」
と
。
天
岳
、
名
は
巍
、
往
年
方
谷
翁
を

迎
へ
て
閑
谷
黌
を
再
興
し
、
谷
川
達
海･

島
村
久
と
三
者
、
翁
の
最
高
弟
た
り
。
天
岳
前
年
翁
と
三
者
と
の
問
答
を
纏
め
て
「
師
門
問
辨
録
」

の
著
あ
り
。

　

君
、
津
隈
宏･

小
野
藤
太
と
毎
週
僧
寺
に
会
し
て
王
陽
明
「
伝
習
録
」
を
会
読
す
。
前
者
、
号
は
秋
江
、
越
前
の
人
。
少
時
安
井
息
軒
に
学

ぶ
。
鹿
児
島
県
立
第
二
中
学
教
諭
た
り
。
後
者
、
豊
前
の
人
、
数
学
に
長
ず
。
同
第
一
中
学
教
師
た
り
。
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長
女
栄
、
昨
春
来
右
膝
部
に
微
痛
あ
り
。
症
状
漸
く
進
み
、
七
月
市
立
病
院
に
関
節
炎
と
し
て
医
療
を
受
く
。

　

十
一
月
に
至
り
征
露
の
役
、
頻
に
戦
勝
の
報
あ
り
。
偶
〻
第
四
男
生
る
。
君
「
揚
子
法
言
」
の
「
武
義
璜
々
」
の
語
に
取
り
、
璜
と
命
名
す
。

　

此
月
二
十
三
日
君
、
誕
辰
に
当
り
、
小
照
を
写
し
、
短
古
五
首
を
題
す
。
其
一
に
曰
ふ
、

功
業
素
期
在　
　

半
生
雄
心
空

幸
有
方
寸
霊　
　

此
心
古
人
同

往
者
不
可
咎　
　

要
積
来
者
功

道
固
不
遠
人　
　

学
問
貴
神
通
。

　

中
洲
師
評
し
て
曰
く
「
虚
霊
神
通
、
君
家
々
学
、
然
自
非
事
上
錬
磨
至
此
、
則
自
誤
誤
人
、
亦
不
少
。
誠
之
勉
之
」
と
。

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
乙
巳　

三
十
九
歳

　

君
、
先
代
知
足
斎
君
の
遺
志
を
継
ぎ
、「
方
谷
翁
年
譜
」
の
撰
輯
に
志
す
。
七
年
前
始
て
稿
を
起
し
、
五
度
稿
を
易
へ
、
中
洲
師
の
細
閲
指

導
を
経
、
旧
藩
士
旧
門
下
に
諮
り
、
始
て
之
を
公
刊
す
。

　

七
月
高
等
学
校
入
学
選
抜
試
験
委
員
を
嘱
せ
ら
れ
上
京
す
。

　

十
一
月
六
日
知
足
斎
君
二
十
五
回
忌
辰
、
英
霊
を
祀
り
、「
方
谷
翁
年
譜
」
を
供
奠
す
。

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
丙
午　

四
十
歳

　

一
月
始
て
方
谷
翁
新
年
例
用
の
韻
に
和
し
「
鬢
辺
有
恨
数
茎
白
、
逢
着
東
風
四
十
春
」
の
詩
句
あ
り
。
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北
隅
日
当
山
温
泉
に
浴
す
。
行
李
中
「
伝
習
録
」
及
岡
本
天
岳
著
「
自
得
録
」
を
携
ふ
。
繙
閲
の
際
、所
見
を
録
し
二
十
条
を
得
、「
一
得
録
」

と
題
す
。
中
洲
師
及
天
岳
評
言
を
加
ふ
。

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
丁
未　

四
十
一
歳

　

八
月
皇
太
子
、
今
秋
本
県
巡
遊
あ
ら
せ
ら
る
。
本
県
旧
藩
士
風
俗
革
を
輯
し
呈
覧
せ
ん
と
す
。
大
久
保
利
貞
中
将
委
員
長
た
り
。
君
、
花
田	

仲
之
助	･

岩
崎	

宰	･

中
馬	
庚	
諸
子
と
委
員
を
嘱
せ
ら
る
。

　

君
、
本
館
長
の
嘱
を
受
け
、「
造
士
館
沿
革
概
略
」
を
輯
す
。
今
秋
皇
太
子
の
台
覧
に
供
せ
ん
と
す
。

　

十
月
二
十
六
日
皇
太
子
来
県
、
次
日
七
高
造
士
館
に
台
臨
、
月
桂
樹
を
校
庭
に
手
植
せ
ら
る
。

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
戊
申　

四
十
二
歳

　

三
月
長
男
琅･

次
男
璋
共
に
中
学
の
業
を
卒
る
。

　

君
、
去
歳
市
内
旧
清
水
城
下
の
清
水
街
に
一
宇
を
購
ひ
移
居
す
。
今
夏
周
濂
渓	

敦
頤	

の
「
静
思
篇
」	

五
律	

を
閲
し
「
静
思
帰
旧
隠
、
日
出

半
山
晴
…
間
方
為
達
士
、
忙
只
是
労
生
。
朝
市
誰
頭
白
、
車
輪
未
曉
鳴
」
の
句
に
心
契
し
、
其
軒
を
命
じ
て
「
静
思
」
と
曰
ひ
、
次
韻
し
て
「
半

砌
花
開
落
、
両
間
人
死
生
。
静
思
物
皆
好
、
一
鳥
隔
林
鳴
」
の
句
あ
り
。

　

六
月
市
の
両
郊
伊
敷
村
に
釈
桂
庵
の
墓
あ
り
。
桂
庵
、
足
利
氏
の
末
島
津
先
侯
の
聘
に
応
じ
、
来
て
文
教
を
掌
り
茲
に
老
す
。
此
月
県
知
事

阪
本
釤
之
助
、
四
百
年
祭
を
修
む
。
君
、
其
事
に
与
か
り
祭
文
の
奠
あ
り
。

　

八
月
十
日
五
男
琇
生
る
。
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九
月
君
、
終
身
の
志
業
に
就
て
省
慮
年
あ
り
。
既
に
不
惑	

孔
子
曰
「
四
十
不
惑
」	

の
齢
を
越
ゆ
。
私
か
に
謂
ふ
「
人
の
此
世
に
立
つ
。
幸

に
方
寸
の
霊
に
培
ひ
、
時
処
位
に
応
じ
て
良
知
を
致
し
、
俯
仰
愧
づ
る
な
き
の
地
位
に
安
住
す
る
を
得
ば
、
是
れ
人
生
窮
竟
意
義
に
非
ざ
る
か
」

と
。
此
よ
り
頗
る
博
渉
と
汎
濫
と
を
慎
め
る
も
の
ゝ
如
し
。

　

此
月
此
地
の
有
志
者
、
君
に
王
陽
明
の
学
説
を
講
ず
べ
く
要
請
す
。
君
、
教
ゆ
る
は
学
ぶ
の
半
ば
の
語
に
想
到
し
て
之
を
諾
し
、
会
を
王
学

会
と
命
じ
、
二
十
四
日
始
て
第
一
回
を
四
恩
会
に
開
く
。
毎
月
二
次
と
定
め
、
先
づ
研
究
を
発
表
し
、
次
に
「
伝
習
録
」
を
講
ず
。
医
学
士
加

藤
好
照

（
五
）･

弁
護
士
日
高
尚
剛･
陸
軍
副
官
田
中
温
之･

農
学
博
士
玉
利
喜
造･

医
士
佐
々
木
直
介
等
凡
五
十
余
人
参
加
す
。
君
左
の
一
首
を
賦

し
て
志
を
言
ふ
。

　
　

門
墻
難
認
況
升
堂　
　

駑
劣
何
由
発
蘊
蔵

　
　

一
巻
遺
編
哲
人
遠　
　

溯
洄
偏
欲
仰
餘
光

　

十
一
月
方
谷
翁
正
五
位
の
追
贈
を
受
く
。

　

此
月
学
徒
の
修
学
旅
行
に
従
ひ
、
始
て
沖
縄
に
遊
ぶ
。
途
に
大
島
に
少
憩
す
。

　

十
二
月
前
年
次
男
璋
、
中
学
校
を
卒
へ
、
第
一
高
等
学
校
入
学
準
備
の
為
め
、
東
遊
し
て
二
松
学
舎
に
在
り
。

　

此
月
長
男
琅
、
亦
第
六
高
等
学
校
入
学
準
備
の
為
め
、
二
松
学
舎
に
赴
く
。
君
、
古
詩
を
賦
し
て
両
児
を
奨
励
す
。

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
己
酉　

四
十
三
歳

　

一
月
日
当
山
温
泉
に
浴
す
。
大
口
に
僧
平
川
浩
然
を
訪
ふ
。

　

三
月
紫
野
大
徳
寺
松
雲
管
長
来
錫
、
毒
語
心
経
を
提
唱
す
。
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七
月
長
児
琅
、
第
六
高
等
学
校
入
学
。

　

八
月
次
男
璋
、
第
一
高
等
学
校
入
学
。

　

君
、
歳
晩
五
律
に
曰
ふ
、

児
遠
蓬
千
里　
　

女
癯
疾
八
年

読
書
非
為
穀　
　

舐
筆
豈
言
銭

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
庚
戌　

四
十
四
歳

　

四
月
廿
日
六
男
琢
生
る
。

　

六
月
十
二
日
母
公
早
苗
刀
自
没
す
、
齢
六
十
六
。
葬
儀
を
南
洲
寺
に
営
む
。
送
葬
者
三
百
餘
人
、
谷
山
に
火
化
す
。

　

上
房
郡
教
育
会
、
方
谷
翁
の
為
め
に
記
念
園
を
其
郷
中
井
村	

前
称
西
方	

墓
前
に
開
き
、
方
谷
園
と
曰
ふ
。
六
月
開
園
式
を
行
ふ
。
長
児
琅

代
っ
て
臨
む
。
翁
、
晩
年
備
中
北
部
刑
部
村
に
移
居
し
、
子
弟
を
教
ゆ
。
旧
門
下
記
念
碑
を
其
遺
迹
に
立
つ
。
君
、
一
詩
を
贈
て
之
を
謝
す
。

高
梁
の
有
志
、
翁
の
為
め
に
記
念
林
を
対
岸
近チ

カ

似ノ
リ

村
に
開
き
、
山
勢
を
利
し
、
樹
を
栽
え
、
亭
を
置
き
、
方
谷
林
と
称
す
。
君
、
亦
一
詩
を
贈

る
。

　

七
月
先
妣
早
苗
君
を
先
塋
に
本
葬
す
べ
く
帰
郷
す
。
長
次
男
二
人
、
先
づ
高
梁
に
在
り
、
近
沢
芳
簡
と
出
で
迎
ふ
。
近
沢
氏
に
投
宿
し
、
先

づ
両
児
と
刑
部
に
方
谷
翁
遺
迹
碑
を
拝
し
、
金
剛
寺	

翁
の
外
祖
母
西
谷
家
菩
提
寺	
に
先
霊
を
祀
り
、
翁
の
遺
構
に
係
る
。
祠
堂
に
少
憩
し
、

西
谷
氏
に
投
宿
す
。
更
に
中
井
村
に
還
り
、
定
光
寺
に
投
宿
し
、
諸
人
の
援
助
を
得
て
、
先
妣
を
先
塋
に
本
葬
す
。
中
井
小
学
校
に
講
話
し
、

始
て
瑞ミ

ヅ

山
を
訪
ひ
、
転
じ
て
高
梁
に
還
り
、
頼
久
寺
に
投
宿
し
、
方
谷
会
に
臨
み
講
話
す
。
郷
友
、
舩
を
高
梁
川
に
泛
べ
て
君
を
労
す
。
岡
山
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に
入
り
、
児
島
星
江
と
会
す
。
旧
高
梁
人
水
野･

大
塚･

団
藤
等
六
氏
、
舩
を
旭
川
に
泛
べ
て
君
を
歓
迎
す
。
始
て
水
野
正
之	

旧
藩
重
臣
井

上
権
兵
衛	
と
語
る
。
君
、
更
に
近
江
に
入
り
、
藤
樹
書
院
を
拝
し
て
帰
西
す
。

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
辛
亥　

四
十
五
歳

　

君
、
方
谷
翁
贈
位
申
告
祭
を
翁
の
墓
前
に
挙
げ
ん
と
欲
し
、
三
月
三
十
日
高
梁
に
還
る
。
児
琅
随
ふ
。
先
づ
新
見
町
に
翁
の
旧
師
丸
川
松
隠

の
墓	

雲
居
寺	

を
拝
し
て
旧
恩
を
謝
し
、
丸
川
氏
に
投
ず
。
四
月
四
日
帰
村
、
六
日
申
告
祭
を
挙
ぐ
。
君
、
祭
文
を
誦
奠
す
。
親
族
知
人
有
志

列
式
者
数
百
人
、
式
後
小
学
講
堂
に
追
遠
会
を
開
く
。
翁
の
門
下
岡
本
巍	

天
岳	

講
話
す
。
次
日
高
梁
に
贈
位
奉
祝
講
演
会
を
開
く
。
京
都
帝

国
大
学
教
授
高
瀬
武
次
郎	

惺
軒	

講
話
あ
り
。
数
日
の
後
、
君
帰
西
す
。

　

七
月
文
部
省
、
国
語
漢
文
主
任
教
師
を
召
集
す
。
二
十
日
海
路
発
程
、
別
府
温
泉
に
憩
浴
し
、
東
京
木
村
伯
兄
の
家
に
投
宿
す
。
次
日
文
部

省
に
登
省
し
、
新
学
制
教
授
要
目
を
協
定
す
。
井
手
正
鄰	

伊
予
人	

と
中
洲
師
の
饗
飲
を
受
く
。
又
漢
文
学
大
会
に
臨
む
。
八
月
二
十
五
日
中

洲
師
を
伊
豆
伊
東
の
避
暑
地
に
訪
ひ
、
名
古
屋
を
経
て
伊
勢
に
入
り
、
始
て
内
外
宮
を
拝
し
、
津
市
に
拙
堂
の
孫
旧
友
斎
藤
次
郎
を
叩
き
、
樓

碧
山
房
に
宿
す
。
三
十
一
日
帰
麑
。

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
壬
子　

四
十
六
歳

　

七
月
明
治
天
皇
大
喪
、
挙
国
震
悼
す
。

　

此
月
大
正
の
改
元
あ
り
。
大
正
天
皇
政
機
を
総
攬
あ
ら
せ
玉
ふ
。

　

九
月
明
治
天
皇
代
々
木
木
原
に
大
葬
あ
ら
せ
ら
る
。
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大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
癸
丑　

四
十
七
歳

　

夏
休
花
田
中
佐
と
倶
に
、
熊
本
及
久
留
米
方
面
に
東
亜
報
徳
会
の
会
旨
を
巡
演
す
。
君
句
あ
り
、
曰
く
「
三
日
駆
車
説
会
旨
、
里
閭
赴
善
速

如
神
」
と
。
又
曰
ふ
「
至
誠
到
処
天
機
見
、
邑
里
喧
伝
中
佐
来
」
と
。

　

此
歳
東
京
二
松
学
舎
理
事
に
選
嘱
せ
ら
る
。

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
甲
寅　

四
十
八
歳

　

桜
島
嶽
噴
火
し
、
沙
煙
鹿
児
島
の
空
を
蓋
ふ
。
市
民
殆
ど
避
難
す
。
君
一
家
平
居
常
の
如
し
。

　

君
の
鹿
児
島
に
於
け
る
、
其
交
友
、
文
に
乏
し
く
詩
に
多
し
。
初
め
落
合
東
郭
の
同
僚
た
る
あ
り
。
次
で
阪
本

（
六
）
蘋
園
県
尹
と
し
て
臨
む
。
次

で
高
野
竹
隠
来
て
詩
社
を
設
く
。
君
往
来
唱
酬
、
詩
境
漸
く
進
む
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
乙
卯　

四
十
九
歳

　

七
月
二
十
一
日
五
男
琇
、
伝
染
病
院
に
没
す
、
齢
九
歳
。

　

八
月
東
正
堂	

名
敬
治	

を
王
学
会
に
迎
ふ
。
正
堂
の
先
人
沢
瀉	

名
崇
一

（
七
）	
岩
国
藩
儒
、
陽
明
学
を
以
て
名
あ
り
。
正
堂
、
年
来
陽
明
学
会
を

東
京
に
創
め
、
雑
誌
「
陽
明
学
」
を
発
刊
し
、
頗
る
斯
学
の
宣
揚
に
努
む
。

　

中
洲
師
、
疾
の
為
め
退
職
す
。
宮
廷
内
帑
金
壱
万
円
を
二
松
学
舎
に
賜
ふ
。

　

十
一
月
大
正
天
皇
即
位
の
大
典
を
挙
げ
さ
せ
ら
る
。
君
、
高
等
学
校
長
に
代
っ
て
「
奉
賀
即
位
大
典
表
」
を
起
草
す
。
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宮
中
大
饗
第
一
日
の
儀
行
は
せ
ら
る
。
県
師
範
学
校
内
に
於
て
饗
饌
を
賜
は
る
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
丙
辰　

五
十
歳

　

一
月
中
洲
師
八
十
七
齢
、
絵
原
村
荘
に
静
養
す
。
子
天
香	

桂	

の
孝
養
を
喜
び
詩
あ
り
。
次
韻
奉
呈
す
。「
千
年
老
萊
子
、
十
里
旄
倪
車
」

の
句
あ
り
。

　

七
月
第
三
児
瑛
、
東
京
農
科
大
学
に
学
ぶ
。
送
行
の
詠
あ
り
。

　

此
月
方
谷
翁
四
十
年
忌
、
高
梁
郷
人
祭
典
を
頼
久
に
挙
ぐ
。
児
瑛
を
し
て
代
て
拝
せ
し
む
。
君
、
詩
を
奠
し
て
「
慚
我
萍
踪
負
郷
老
、
帰
休

願
及
十
年
中
」
の
句
あ
り
。

　

十
二
月
歳
晩
書
懐
五
律
の
作
あ
り
。
其
前
半
に
曰
ふ
、

　
　

斯
生
経
半
百　
　

耳
食
侭
増
慙

灯
下
痩
肩
兀　
　

案
頭
小
著
三

　

君
、
此
年
「
新
納
時
升	

薩
士	

伝
」「
言
志
録
私
抄
」「
西
郷
南
洲
翁
遺
訓
及
遺
文
」
の
三
小
著
あ
り
。
第
四
句
此
を
謂
ふ
。

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
丁
巳　

五
十
一
歳

　

二
月
紀
元
節
勲
五
等
に
叙
し
、
瑞
宝
章
を
下
賜
せ
ら
る
。

　

四
月
薩
摩
義
士	

木
曾
川
修
治
工
事	

祭
典
を
武
徳
殿
に
挙
行
す
。
岩
田
徳
義

（
八
）
東
京
よ
り
来
会
講
話
す
。
君
頗
る
其
事
に
与
か
る
。

　

五
月
日
向
都
留
教
育
会
に
赴
き
、
薩
摩
義
士
を
講
話
す
。
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六
月
三
日
東
京
二
松
義
会
、
中
洲
師
米
寿
賀
宴
を
三
会
堂
に
挙
行
す
。
君
、
予
め
二
児
璋
に
命
じ
参
席
せ
し
む
。

　

七
月
君
、
家
事
牽
連
し
、
東
京
に
上
ら
ざ
る
こ
と
七
年
、
中
洲
師
の
老
况
漸
く
加
は
る
を
聞
き
、
且
つ
其
の
米
寿
を
祝
す
べ
く
、
二
十
六
日

上
京
の
程
に
就
く
。
二
十
九
日
木
村
長
兄
の
寓
に
投
ず
。
次
男
璋
在
り
、
曰
く
「
上
海
日
清
汽
船
会
社
就
職
の
約
成
る
」
と
。
君
悦
ぶ
甚
し
。

次
日
中
洲
師
を
絵
原
村
荘
に
候
し
、
米
寿
を
祝
す
。
師
欣
然
、
談
緒
多
端
、
午
下
退
去
。
次
日
乃
木
邸
を
観
る
。
郷
友
芝
浦
生
洲
、
樓
に
君
を

歓
迎
す
。

　

八
月
十
九
日
木
村
先
考
四
十
九
年
忌
及
母
君
法
要
を
品
川
寿
昌
寺
に
修
む
。
午
後
児
璋
と
再
び
中
洲
邸
を
候
す
。
師
、璋
を
誡
め
て
曰
く「
凡

そ
事
一
身
の
私
に
出
づ
れ
ば
、
驚
天
動
地
の
功
業
も
一
己
の
私
を
成
す
に
過
ぎ
ず
。
誠
の
一
字
を
以
て
万
行
を
貫
く
、
是
れ
方
谷
師
余
に
教
ふ

る
所
、
子
之
を
銘
記
せ
よ
」
と
。
璋
退
去
す
。
君
、
師
の
晩
膳
に
侍
し
師
家
に
宿
す
。
翌
朝
師
、
童
車
に
乗
り
近
勝
を
探
る
、
君
侍
護
す
。
既

に
還
て
別
を
告
ぐ
。
師
、
天
皇
賜
ふ
所
の
蝋
花
瓶
を
䬻
し
、
且
つ
曰
く
「
足
下
多
子
皆
成
人
、
喜
ぶ
べ
し
。
内
子
春
野
子
、
健
勤
善
く
多
子
を

育
す
、
亦
感
謝
の
辞
な
し
」
と
。
此
に
到
り
、
師
失
声
放
泣
す
。
余
五
臓
裂
け
ん
と
欲
し
、
急
に
次
室
に
下
り
、
更
に
又
別
を
告
ぐ
。
師
又
曰

く
「
璋
児
材
幹
あ
り
、
一
事
業
を
成
す
べ
し
。
余
其
の
果
鋭
を
恐
る
」
と
。
又
曰
く
「
来
年
若
し
入
京
せ
ば
直
ち
に
余
家
に
投
宿
せ
よ
」
と
。

二
十
二
日
東
京
を
退
去
す
。
前
約
あ
り
、
山
口
県
柳
井
津
駅
に
下
車
し
、
県
民
の
為
め
報
徳
講
話
を
試
む
。
九
月
三
日
帰
麑
す
。

　

長
児
琅
、
九
州
医
科
大
学
を
卒
業
す
。

　

九
月
第
三
児
瑛
、
東
京
農
科
大
学
に
学
ぶ
。

　

十
一
月
「
西
郷
南
洲
翁
遺
訓
及
遺
文
」
を
五
刊
す
。
爾
後
十
数
版
を
重
す
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
戊
午　

五
十
二
歳
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一
月
二
日
福
岡
に
赴
く
。
次
日
始
て
長
崎
に
遊
ぶ
。
六
日
福
岡
に
遷
る
。
八
日
児
琅
、
加
藤
芳
子
を
娶
る
。
加
藤
尚
義
医
学
士	

岡
山
出
身	

の
妹
た
り
。
次
日
帰
麑
す
。

　

三
月
始
て
宮
崎
に
遊
ぶ
。
其
事
長
女
に
関
す
。

　

五
月
琅
夫
妻
帰
省
。

　

七
月
高
等
学
校
選
抜
試
験
調
査
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
、
十
七
日
上
京
。
先
づ
中
洲
師
を
候
す
。
児
瑛
随
ふ
。
角
彌
太
郎
を
常
陸
日
立
鉱
山
に
訪

ふ
。
池
田
蘆
洲･

福
沢
廻
瀾
偕
に
す
。

　

八
月
七
日
中
洲
師
を
訪
ふ
て
別
を
告
ぐ
。
晩
餐
に
侍
す
。
既
に
辞
し
去
ら
ん
と
す
。
師
落
涙
語
な
し
。
次
日
書
を
賜
ふ
て
曰
く
「
昨
日
の
別
、

感
極
っ
て
語
る
能
は
ず
。
他
な
し
、
子
能
く
祖
業
を
紹
ぎ
家
声
を
墜
さ
ず
。
今
先
師
に
代
っ
て
之
を
謝
す
」
と
。
又
五
律
二
首
を
賜
ふ
。
一
は

君
の
呈
詩
に
和
し
、
一
は
即
ち
謝
詩
な
り
。
既
に
数
日
、
二
松
学
舎
諸
子
、
君
及
び
尾
立
維
孝･

小
堀
銈
作
を
大
森
松
浅
樓
に
迎
へ
、
歓
を
叙

す
。
中
洲
師
亦
臨
む
。

　

既
に
東
京
を
辞
し
、
岡
山
に
投
宿
す
。
東
正
堂
、
岩
国
沢
瀉
会
よ
り
来
り
会
す
。
岡
本
天
岳･

谷
川
達
海
諸
先
輩
、
二
人
を
浄
教
院
に
招
饗

す
。
此
日
謂
は
ゆ
る
米
騒
動
の
日
に
当
り
、
帰
途
喧
噪
の
声
を
聞
く
。
君
、
更
に
正
堂
を
伴
ひ
高
梁
に
帰
展
し
、
奥
万
田
の
郷
に
旧
御
茶
屋
址

を
訪
ふ
。
七
十
年
前
、
正
堂
の
先
考
沢
瀉
、
方
谷
翁
を
訪
ひ
、
茲
に
宿
す
。
又
正
堂
を
導
ひ
て
中
井
村
に
方
谷
翁
の
墓
を
展
す
。
里
人
正
堂
の

講
話
を
墓
下
に
聴
く
。
更
に
岡
山
を
経
て
味
野
村	

児
島
郡	

に
野
崎
武
吉
郎
を
訪
ひ
、
其
の
迨
暇
堂
に
一
宿
す
。
翌
日
正
堂
と
岡
山
に
別
る
。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
己
未　

五
十
三
歳

　

一
月
正
五
位
に
叙
せ
ら
る
。
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中
洲
師
、
九
十
齢
に
躋
り
「
忠
孝
多
年
講
一
経
、
満
門
桃
李
映
春
庭
。
新
鴬
囀
在
窓
梅
外
、
領
得
東
風
九
十
齢
」
の
詠
あ
り
。
君
之
に
奉
和

す
。
師
又
碑
銘
を
自
撰
す
。

　

五
月
十
二
日
中
洲
師
、
東
京
番
町
自
邸
に
没
す
。
十
日
電
報
、
其
重
患
を
報
ず
、
君
愕
然
。
十
二
日
朝
発
程
。
十
三
日
神
戸
を
過
ぐ
。
始
て

前
日
師
已
に
没
せ
る
を
知
る
。
夜
入
京
、
師
邸
に
着
し
、
柩
前
に
哭
訣
す
。
十
五
日
青
山
斎
場
に
神
葬
の
霊
を
送
り
、
洗
足
池
畔
小
池
塋
域
に

埋
葬
の
式
に
列
す
。
十
七
日
京
を
辞
す
。
旧
友
野
島
彌
太
郎
に
要
せ
ら
れ
、
広
島
に
一
宿
す
。
十
九
日
福
岡
を
過
ぐ
。
長
児
琅
、
突
如
来
り
語

る
、「
朝
鮮
草
梁
鉄
道
病
院
に
就
職
せ
ん
と
す
」
と
。
君
之
を
賛
す
。
夜
帰
麑
す
。

　

六
月
報
徳
会
主
宰
花
田
仲
之
助
、
本
拠
を
桃
山
に
移
し
、
四
方
に
発
展
す
る
所
あ
ら
ん
と
す
。
鹿
児
島
の
後
任
に
就
き
、
頗
る
人
選
に
艱
む
。

　

此
月
次
男
璋
、
上
海
日
清
汽
船
会
社
よ
り
帰
省
す
。

　

八
月
三
児
瑛
、
君
の
旧
友
野
島
彌
太
郎
の
養
嗣
子
に
懇
請
せ
ら
れ
、
其
一
女
に
配
す
。
君
、
其
郷
備
後
東
城
に
赴
き
、
婚
儀
に
列
す
。
帰
途

長
児
琅
の
朝
鮮
釜
山
草
梁
洞
医
院
に
就
職
せ
る
を
訪
ひ
、
相
携
へ
て
北
上
し
、
箕
子
廟
を
平
壌
に
拝
す
。

　

十
一
月
君
、王
学
会
及
諸
有
志
と
中
洲
追
悼
祭
を
教
王
院
に
挙
行
す
。
会
す
る
者
六
十
餘
人
。
君
祭
文
を
奠
す
。
宮
内
鹿
川
評
し
て
曰
く「
此

種
之
作
、
非
尋
常
師
弟
間
所
夢
想
得
也
」
と
。

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
庚
申　

五
十
四
歳

　

三
月
皇
太
子
巡
遊
、
鶴
駕
を
本
県
に
駐
め
さ
せ
ら
る
。
君
、
予
め
県
庁
及
市
役
所
の
為
め
奉
迎
文
を
稿
す
。
二
十
六
日
皇
太
子
海
路
上
陸
、

県
庁
及
本
校
に
臨
ま
せ
ら
る
。

　

四
月
皇
陵
を
桃
山
に
拝
し
、
乃
木
神
社
に
謁
し
、
報
徳
会
二
十
年
紀
念
大
会
に
京
都
岡
崎
公
会
堂
に
列
し
、
恩
賜
金
拝
戴
式
を
行
ふ
。
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五
月
吉
田	

賢
龍	

館
長
を
送
り
、
渡
辺	

董
之
介	

新
館
長
を
迎
ふ
。

　

十
月
教
育
勅
語
渙
発
三
十
年
紀
念
式
を
挙
ぐ
。

　

十
二
月
方
谷
翁
長
瀬
宅
址
の
碑
成
る
。
旧
門
人
谷
資
敬
等
主
と
し
て
其
事
に
当
る
。
君
内
子
及
児
璋
を
し
て
其
建
碑
式
に
列
せ
し
め
、
謝
詩

を
賦
し
贈
る
。

　

王
学
会
諸
子
と
城
山
浩
然
亭
に
会
し
、
歳
晩
を
䬻
す
。
君
「
十
有
三
年
夢
中
過
、
百
餘
之
友
四
方
来
」
の
句
あ
り
。

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
辛
酉　

五
十
五
歳

　

昨
歳
次
子
璋･

三
子
瑛
、
各
一
子
を
誕
す
。
君
、
新
年
口
号
に
「
十
指
児
孫
昨
添
二
、
辛
盤
先
祝
一
家
春
」
の
句
あ
り
。

　

七
月
勅
任
官
を
以
て
待
遇
せ
ら
る
。
君
、
感
激
し
て
「
疎
性
免
三
黜
、
明
時
取
寸
長
」
の
詩
句
あ
り
。

　

八
月
鹿
児
島
新
聞
社
、
可
愛
嶽
探
討
の
挙
あ
り
。
君
、
其
列
に
加
は
る
。
嶽
は
日
向
東
臼
杵
郡
に
在
り
。
其
麓
を
長
井
村
と
云
ふ
。
明
治
十

年
の
役
、
薩
兵
其
首
帥
西
郷
隆
盛
を
擁
し
、
嶽
頂
を
突
破
し
転
戦
五
十
里
、
還
て
鹿
児
島
に
拠
る
。

　

木
村
伯
兄
の
六
十
一
齢
を
寿
し
、
五
律
の
詠
あ
り
。

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
壬
戌　

五
十
六
歳

　

君
、
首
唱
し
て
孔
夫
子
二
千
四
百
年
記
念
祭
典
を
造
士
館
講
堂
に
挙
式
す
。
又
記
念
書
画
展
覧
会
を
催
す
。
東
京
斯
文
会
、
孔
夫
子
二
千
四

百
年
祭
典
を
挙
行
す
。
君
往
き
拝
す
。

　

六
月
君
、
佐
藤
孤
松･

志
方
蘇
雲
と
麑
城
三
十
勝
を
選
び
賦
す
。
又
「
鹿
児
島
八
景
」
の
詠
あ
り
。
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七
月
詩
界
の
長
老
国
分
青
厓	

高
胤	

東
京
よ
り
来
遊
す
。
君
、
同
志
と
之
を
鴨
池
旗
亭
に
邀
へ
歓
を
叙
す
。

　

十
二
月
選
ば
れ
て
遥
に
二
松
学
舎
名
誉
教
授
と
な
る
。

　

長
男
琅
、
先
き
に
朝
鮮
よ
り
還
て
岡
山
に
医
院
を
開
く
。
君
、
之
を
訪
ふ
べ
く
三
十
一
日
岡
山
に
入
る
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
癸
亥　

五
十
七
歳

　

新
正
を
長
児
の
医
院
に
祝
す
。

　

此
月
詩
を
賦
し
て
、
東
京
五
老
人
に
寄
謝
す
。
宮
内
鹿
川	

七
十
八	･

谷
東
江	

資
敬
、
七
十
五	･

波
多
野
鶴
山	

重
太
郎
、
七
十
二	･

富
谷
黍

州	

䔈
、
七
十	･

室
希
堂	

又
四
郎
、
七
十
四	
の
五
老
、
皆
方
谷
翁
門
下
た
り
。
相
集
ふ
て
先
師
を
祭
る
。

　

五
月
高
等
官
二
等
に
陞
叙
せ
ら
る
。
君
、
晩
晴
を
以
て
其
居
に
名
づ
く
。

　

卯
木
女
兄
の
古
稀
を
寿
し
、
七
絶
一
首
、
五
古
一
章
の
詠
あ
り
。
女
兄
、
同
藩
卯
木
仙
太
郎
に
嫁
し
、
晩
年
東
京
に
寡
居
す
。

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
甲
子　

五
十
八
歳

　

四
月
十
一
日
肥
前
多
久
村
孔
子
祭
典
に
往
き
陪
す
。
此
地
佐
賀
の
支
藩
た
り
。
孔
廟
を
建
つ
る
尤
早
し
。
邑
人
大
塚
己
一
等
相
伝
へ
て
釈
菜

を
行
ふ
。
祭
後
草
場
佩
川
の
旧
居
を
訪
ひ
、
熊
本
を
経
て
還
る
。

　

七
月
従
四
位
に
叙
せ
ら
る
。

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
乙
卯　

五
十
九
歳
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一
月
卯
木
女
兄
東
京
よ
り
至
る
。
之
を
朝
鮮
京
城
の
一
児
鞠
太
郎
の
寓
に
送
る
。

　

七
月
加
治
木
町
王
学
会
の
請
に
応
じ
、「
伝
習
録
」
を
安
国
寺
に
講
ず
。
寺
は
僧
南
浦
の
旧
住
に
係
る
。

　

東
京
東
正
堂
、
毎
夏
其
郷
岩
国
に
、
其
先
人
沢
瀉
の
記
念
講
会
を
開
く
。
君
、
招
か
れ
て
往
き
列
す
。

　

八
月
報
徳
会
の
伏
見
桃
山
会
堂
成
る
。
君
、
其
講
会
に
赴
き
、
王
陽
明
の
教
法
を
講
演
し
、
西
郷
南
洲
に
及
ぶ
。
畢
て
芳
野
に
遊
び
、
延
元

陵
を
拝
し
、
又
長
州
に
吉
田
松
陰
の
松
下
村
塾
址
を
訪
ふ
て
還
る
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
丙
寅　

六
十
歳

　

三
月
官
庁
行
政
整
理
の
事
あ
り
。
君
、
願
ふ
て
第
七
高
等
学
校
教
授
の
本
官
を
辞
す
。

　

四
月
第
七
高
等
学
校
講
師
を
嘱
託
せ
ら
る
。

　

此
月
報
徳
会
、
創
立
二
十
五
年
記
念
式
を
伏
見
桃
山
会
堂
に
挙
行
す
。
君
、
其
式
に
列
す
べ
く
、
内
子
と
程
に
上
る
。
式
後
君
夫
妻
、
伊
勢

神
宮
を
拝
し
、
汽
車
東
京
に
向
ふ
。
沿
道
桜
花
盛
に
開
く
。
君
の
内
子
、
鹿
児
島
に
移
居
以
来
二
十
六
年
、
始
て
此
遊
あ
り
。
君
其
労
を
憶
ひ

左
の
詠
あ
り
。

　
　

薪
水
労
心
四
十
秋　
　

今
遊
聊
此
欲
相
酬

　
　

鴬
花
百
里
海
東
路　
　

卿
解
顔
時
我
解
顔

　

東
京
に
入
る
。
次
子
璋
、
妻
児
と
来
り
迎
ふ
。
其
の
申
々
荘
に
寓
す
。
連
日
遊
覧
、
且
つ
故
友
を
訪
ふ
。

　

正
四
位
に
陞
叙
せ
ら
る
。

　

七
月
高
梁
に
帰
展
す
。
方
谷
翁
五
十
年
忌
に
当
る
。
十
八
日
方
谷
会
員
の
援
助
を
得
て
、
翁
五
十
年
祭
典
を
高
梁
公
会
堂
に
挙
行
す
。
次
で
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二
十
五
日
墳
墓
の
地
中
井
村
、
二
十
九
日
開
塾
終
焉
の
地
刑
部
町
に
挙
行
す
。
三
男
瑛
及
び
姪
熊
田
国
夫
随
ふ
。

　

此
月
高
梁
の
諸
有
志
、
方
谷
会
を
組
織
し
発
会
式
を
挙
ぐ
。
君
之
に
臨
席
す
。
桂
泰
治
郎･

寺
尾
哲
之･

荘
直
温･

板
倉
敬
信･

森
沢
磊
五

郎
等
五
十
四
人
、
初
会
の
会
員
た
り
。

　

八
月
君
、
文
部
省
よ
り
外
務
省
対
支
文
化
事
業
支
那
視
察
員
に
選
ば
れ
、
支
那
各
地
を
巡
遊
す
。
鈴
木
虎
雄	

京
都
大
学	･

中
山
久
四
郎	

東

京
高
等
師
範
学
校	･

湯
浅
廉
孫	

第
三
高
等
学
校	･

平
沢
東
貫	

山
形
高
等
学
校	

同
行
す
。
十
三
日
長
崎
発
、
上
海
よ
り
蘇
杭
を
視
、
南
京
を
経

て
江
路
武
昌
黄
鶴
樓
に
登
り
、
漢
口
に
宿
し
、
京
漢
鉄
道
に
依
り
北
京
に
入
る
。
泰
山
に
登
り
、
孔
子
廟
及
聖
墓
を
東
魯
に
拝
し
、
青
島
を
経

て
、
朝
鮮
京
城
に
卯
木
女
兄
を
訪
ひ
、
九
月
十
六
日
帰
薩
す
。

　

十
二
月
第
七
高
等
学
校
造
士
館
講
師
の
嘱
託
を
解
か
る
。
君
、
明
治
三
十
四
年
三
十
五
歳
、
始
て
任
に
此
地
に
就
き
、
在
職
二
十
六
年
に
渉

る
。
十
一
日
県
市
庁･

銀
行･

報
徳
会
諸
子
二
百
餘
人
、君
を
鶴
鳴
館
に
招
請
し
て
別
を
惜
む
。
由
此
七
高
長
及
岩
崎
前
校
長
等
送
辞
あ
り
。
君
、

感
激
の
餘
、
左
の
詠
を
発
表
す
。

　
　

卅
年
俯
仰
此
山
河　
　

可
耐
今
朝
唱
別
歌

　
　

波
色
嵐
光
斜
日
外　
　

幷
州
回
首
故
人
多

　

君
、
王
学
会
講
席
を
主
宰
す
る
こ
と
実
に
十
九
年
、
会
員
送
別
の
宴
を
張
る
。
君
「
姚
学
研
修
十
九
年
、
堪
欽
諸
子
護
持
堅
」
の
詩
句
あ
り
。

　

君
、
十
餘
年
来
研
究
及
講
述
せ
る
王
陽
明
学
説
十
数
篇
を
整
頓
纂
輯
し
て
「
陽
明
学
精
義
」
と
題
し
、
印
刷
に
附
し
て
会
員
及
同
好
に
頒
つ
。

　

鹿
児
島
市
聯
合
報
徳
会
、
君
に
感
謝
状
を
贈
り
「
明
治
三
十
四
年
以
来
、
二
十
有
六
年
一
日
の
如
く
、
本
会
の
為
め
に
尽
瘁
せ
ら
れ
、
感
銘

に
堪
へ
ず
」
の
辞
あ
り
。	

〈
以
下
次
号
〉
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（
一
）
底
本
「
梅
坡
」
に
作
る
。

（
二
）
底
本
「
岩
谷
」
に
作
る
。

（
三
）
底
本
「
土
井
」
に
作
る
。

（
四
）
底
本
「
永
阪
」
に
作
る
。

（
五
）
底
本
「
好
尚
」
に
作
る
。

（
六
）
底
本
「
坂
本
」
に
作
る
。

（
七
）
底
本
「
栄
一
」
に
作
る
。

（
八
）
底
本
「
義
徳
」
に
作
る
。




